



キ ュウ リの雄花お よび雌花の発生にお よぼす
紫外域光の影響











ま え が き
キ ュウリの雌花の発現割合や発現の位置はいろいろな外的な環境条件に よって変動す る。た と
えぽ,日 長では幼苗期での短 日処理に よって雌花の発現が促進 され,長 日高夜温下では雌花の発
現が抑 えられ る。 また,施 肥条件や土壌中の水分条 件な どの環境 の変化に よっても,花 芽の発生
に変化が認め られ ることが明 らかにされているが,な お不明な点が多い1)"'7)。本研究は,キ=ウ
リの花芽分化に与 える紫外域光の影響について検討 した。
材料及 び方法
供試作物 のキ ュウ リは品種高砂を用いた,種 子はジフ ィー9を 発芽床 として5月24日に播種 し
た。本葉2葉 展開 した幼苗は6月5日 より6月26日まで,毎 日主光源点灯4時 間後 に紫 外線に よ
る照 射処理 をお こなった。なお育苗 と紫外線処理は グロースキヤ ビネ ッ ト内でおこな った。



















キ ュウ リの雄花お よび雌花の発生にお よぼす紫外域光の影響
表1紫 外域光がキ ュウ リの花の性表現にお よぼす影響
第1花 第1雌 花 連続第1雌 花 雌花着生 雄花着生 雄花着生























試験区はBLB(Blaklightblue)ランプを用 い,試 験 区は次 のBLB無 照射(C区),BLB
2時間照射(2h区),BLB4時 間照射(4h区)の3区 とした。 照射 処理期間はいずれ も2ユH
間 とした。苗は照射処理終了後 ビニルハ ウス(サ イ ド無 し)内 に定植 した。
調査は,定 植後毎H雄 花,雌 花の発生数,開 花数,花 の着生節位な どについておこな った。
結 果 及 びr考 察
キ ュウ リの雌花,雄 花の発現の傾向 を表 ユに示 した,第1花 着生節位 はC区,2h区 とも2.9
節 目に着生がみ とめ られたが,4h区 では3.4節目とな り,紫外線照射時間の長い区ほ ど一番花
が 高節位に着生 した。
第1番 の雌 花着生節位はC区 で7.3節目,2h区 で7.9節日であ り,雌 花の着生節数 ではC区
で7.8節,2h区 で7、6節,4h区 で5.5節であったこ とか ら,紫 外線を照射 した区では,い く
ぶん雌 花が減少する傾向が認め られた。
雄花節数は2h区 で14.6節,4h区で14.0節,C区で13.5節であ り,紫 外線照射区でい くぶん
雄花着生節数が多 く,ま た,雄 花 の数ではC区 で59.9花,2h区で53、8花,4h区で45.1花であ
り,紫 外線の照射時間の長い区ほ ど雄花数は少ない傾向を示 した。
作物体に紫外線を照射 した場合,葉 面積の縮小や葉 の構造 の変化,色 素の生成変化などを もた
らすこ とが知 られている。 キュウ リの場合生育の初期に紫外線 を照射す ると雌花の発生を抑制す
ることが明らかであ り,ま た,雄 花の一節 当た りの平均数は,C区 で4.4花,2h区では3.7花,
4h区 では3.2であ り,紫 外線 の照射時間が長 くなるに したがい一節当た りの雄花数 も減 少 す
る。
図1は,各 節におけ る雌花,雄 花の発生率を示 した,C区 においては13節までは雄花の発生率
が高 く,ま た,20節ぐらいまでは雌 花の発生率が高いが,節 位が高 くな るに したがい雄花の発生
率が高 くなる。一方紫外線照射区では,低 節位において雄花 の発 生が多 く,雌 花 の発生の傾向は
7～9節 か ら高い値がみ とめ られ るが,18節位 ぐらいか ら高節位になるに したがい発生率が低下
する。 しか し,雌 花節の発生率が雄花節の発生率を上回る節数は少ない。斎藤 らは8),日長処理
と葉面積 との組み合せ で,葉 面積の増加が雌花を増加 させると述 べている。 この ことか ら,紫 外
線を作物体の初期に照射す ると,紫 外線が葉におけ るあ る種のホルモンの生成機構 に変化 を与え
,作 物体内のホルモ ンのバ ランスに変化を きた し雄花,雌 花の花芽分化に影 響を与えると思われ
る,今 後雄花,雌 花 の花 芽分化 とホルモン様物質 との関係につい て研究をおこない明 らかに した
いo
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